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編集部より  

 ７月になり、当地では酷暑の日々が続いており

ます。皆様の所ではいかがでしょうか。今月号の

年間特集「彗星」では、冷たいビールを連想させ

る「彗星と酔性」というタイトルの記事を、鈴木

文二さんからいただきました。彗星がいかに「酔

性」に関係するのでしょうか。その他の解説記

事・報告記事、また各種の案内等と合わせて、お

楽しみください。 
 さて、今年の夏は、我々の銀河系の中心のブラ

ックホールである、いて座Ａスターに、ガス雲が

衝突します（本誌１月号の大西浩次さんの記事を

ご参照ください）。しかし、この文章の執筆時点

では、何か特異なことが観測された、という話は

聞いていません。この夏、本当に何かが起こるの

でしょうか？ などと書いたら、「銀河系中心ま

で距離は 2 万７千光年もあるから、その現象はと

っくの昔に終わっているよ」、と突っ込まれそう

ですね。 
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